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図4 a)(上) 神経細胞の平
均密度 (D)
の時間変化
b)(下) 密度最大の部
分と最小の部
分の差 (‰ Ⅹ
-Dmin)の時間
変化
a),b)両方 とも横軸は
開始時よりの時間｡縦軸
は密度の相対的な値｡
｢/てターン形成,その運動と統計｣
より立ち上がり, 1度最大に達した後,少し減少
する傾向がある｡
考察 )
平均神経細胞密度が約 1後から増加を始める事
実は,間細胞が神経細胞-の分化の決定を受けて
から約 12-24hr後に神経細胞になることと合致
している｡但し初期の段階(24hr以内 )で神経
細胞は大半が捨てられてしまう｡初期に見られる
ものは捨てられずに残ったものである｡神経細胞
●
//-〔 -守
A
図5 平均結合数 (connection)の
時間変化｡
横軸は図4と同じ｡縦軸は結
合している周囲の神経細胞の
数｡
密度が一時的に増大した後減少し,同時に局在化
が進行するという現象は,Headactivator(頭部形成に関していて,拡散性でない )が間細胞
から神経細胞-の分化を規定している可能性を示唆している｡具体的に言えば次のようなこと
になる｡
再集合体形成時にはHeadi血ibitor(Headactivatorの増加を抑え,拡散性である)が流出し,
その結果,Headactivatorの全体的な増加が一時的におこる｡ 濃度がある閤値以上に達 したと
き間細胞から神経細胞-の分化決定が起る｡このことが神経細胞の全体的増加を招くことにな
る｡その後Headactivatorが局在化してきて,同時にその濃度が高い部分 (頭部となるところ)
-の細胞移動が開始される｡それに伴い神経細胞も移動し,さらに体の先端部分より捨てられ
るようになる｡その結果,定常的な神経細胞の分布が決定される｡
次に平均結合数の変化について考える｡開始時点より立ち上がることから,再集合体が形成
された後すぐに,神経細胞は突起を伸ばし始めると考えられる｡ 後半に平均結合数の減少が見
られるのは,神経細胞数が多い口丘付近で感覚細胞が増大し,放射状に突起を出すので,結合
できる範囲が小さくなるためだと考えられる｡
今後は,神経系の発達程度から推定される情報処理能力と,ヒドラの行動回復との関連を調
べてみる予定である｡
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